
2022年 6月 19日 

主日礼拝 

 

《礼拝》 

 

礼拝讃美歌⇒481番 

『ああ嬉しわが身も』 

 

聖書⇒詩編 23編（MM姉） 

『【賛歌。ダビデの詩。】主は羊飼い、わたしには何も欠けることがない。 

主はわたしを青草の原に休ませ／憩いの水のほとりに伴い 

魂を生き返らせてくださる。主は御名にふさわしく／わたしを正しい道に導かれる。 

死の陰の谷を行くときも／わたしは災いを恐れない。あなたがわたしと共にいてくださる。あなたの鞭、あな

たの杖／それがわたしを力づける。 

わたしを苦しめる者を前にしても／あなたはわたしに食卓を整えてくださる。わたしの頭に香油を注ぎ／わた

しの杯を溢れさせてくださる。 

命のある限り／恵みと慈しみはいつもわたしを追う。主の家にわたしは帰り／生涯、そこにとどまるであろう。』 

 

礼拝讃美歌⇒331番（旧 253番） 

『主イエスはわれの』 

 

聖書⇒詩編 73:25~26節（KH姉） 

『地上であなたを愛していなければ／天で誰がわたしを助けてくれようか。 

わたしの肉もわたしの心も朽ちるであろうが／神はとこしえにわたしの心の岩／わたしに与えられた分。』 

 

礼拝讃美歌⇒53番（旧 102番） 

『主よ君の他に』 

 

聖書⇒エフェソの信徒への手紙 1:22~23節（SK兄） 

『神はまた、すべてのものをキリストの足もとに従わせ、キリストをすべてのものの上にある頭として教会に

お与えになりました。教会はキリストの体であり、すべてにおいてすべてを満たしている方の満ちておられる

場です。』 

 

（祈り） 

 

 

 



聖書⇒詩編 119:105節（ES姉） 

『あなたの御言葉は、わたしの道の光／わたしの歩みを照らす灯。』 

聖書⇒エレミヤ書 15:16ab節 

『あなたの御言葉が見いだされたとき／わたしはそれをむさぼり食べました。あなたの御言葉は、わたしのも

のとなり／わたしの心は喜び躍りました。』 

 

（祈り） 

 

 

《パン裂き》 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 6:53~56節（SK兄） 

『イエスは言われた。「はっきり言っておく。人の子の肉を食べ、その血を飲まなければ、あなたたちの内に

命はない。わたしの肉を食べ、わたしの血を飲む者は、永遠の命を得、わたしはその人を終わりの日に復活さ

せる。わたしの肉はまことの食べ物、わたしの血はまことの飲み物だからである。わたしの肉を食べ、わたし

の血を飲む者は、いつもわたしの内におり、わたしもまたいつもその人の内にいる。』 

 

（式） 

 

礼拝讃美歌⇒145番（旧 60番） 

『主イエスよわれらは』 

 

 

 

 

《建徳》 

 

聖書⇒エフェソの信徒への手紙 1:4~5節（TM兄） 

『天地創造の前に、神はわたしたちを愛して、御自分の前で聖なる者、汚れのない者にしようと、キリストに

おいてお選びになりました。イエス・キリストによって神の子にしようと、御心のままに前もってお定めにな

ったのです。』 

聖書⇒創世記 1:26節 

『神は言われた。「我々にかたどり、我々に似せて、人を造ろう。そして海の魚、空の鳥、家畜、地の獣、地

を這うものすべてを支配させよう。」』 

聖書⇒出エジプト記 6:2～7節 

『神はモーセに仰せになった。「わたしは主である。わたしは、アブラハム、イサク、ヤコブに全能の神とし

て現れたが、主というわたしの名を知らせなかった。わたしはまた、彼らと契約を立て、彼らが寄留していた

寄留地であるカナンの土地を与えると約束した。わたしはまた、エジプト人の奴隷となっているイスラエルの



人々のうめき声を聞き、わたしの契約を思い起こした。それゆえ、イスラエルの人々に言いなさい。わたしは

主である。わたしはエジプトの重労働の下からあなたたちを導き出し、奴隷の身分から救い出す。腕を伸ばし、

大いなる審判によってあなたたちを贖う。そして、わたしはあなたたちをわたしの民とし、わたしはあなたた

ちの神となる。あなたたちはこうして、わたしがあなたたちの神、主であり、あなたたちをエジプトの重労働

の下から導き出すことを知る。』 

 

 

聖書⇒詩編 33:12～14節（ES姉） 

『いかに幸いなことか／主を神とする国／主が嗣業として選ばれた民は。 

主は天から見渡し／人の子らをひとりひとり御覧になり 

御座を置かれた所から／地に住むすべての人に目を留められる。』 

聖書⇒ヘブライ人への手紙 4:14~16節 

『さて、わたしたちには、もろもろの天を通過された偉大な大祭司、神の子イエスが与えられているのですか

ら、わたしたちの公に言い表している信仰をしっかり保とうではありませんか。この大祭司は、わたしたちの

弱さに同情できない方ではなく、罪を犯されなかったが、あらゆる点において、わたしたちと同様に試練に遭

われたのです。だから、憐れみを受け、恵みにあずかって、時宜にかなった助けをいただくために、大胆に恵

みの座に近づこうではありませんか。』 

聖書⇒ヘブライ人への手紙 7:24~25節 

『しかし、イエスは永遠に生きているので、変わることのない祭司職を持っておられるのです。それでまた、

この方は常に生きていて、人々のために執り成しておられるので、御自分を通して神に近づく人たちを、完全

に救うことがおできになります。』 

 

 

礼拝讃美歌⇒438番 

『神はひとり子を』 

 

 

《建徳要旨》 

 

 


